
実
質
賃
金
は
大
幅
減

教
員
の
21
年
度
平
均
年
間
給
与
は
、

５
万
８
千
円
（
０
．
９
１
％
）
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
北
九
州
市
の
行
政
職

平
均
年
間
給
与
の
勧
告
で
は
、
本
年
度

の
改
定
後
平
均
給
与
は
５
年
前
と
比
較

し
て
、
25
万
４
千
円
の
減
額
で
す
。
消

費
税
の
引
き
上
げ
、
社
会
保
険
料
等
の

負
担
増
を
加
味
す
れ
ば
実
質
賃
金
は
大

幅
な
減
額
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
勧
告
で
、
時
間
外
勤
務
手
当

や
休
日
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
教

員
に
と
っ
て
は
、
ボ
ー
ナ
ス
の
引
き
下

げ
だ
け
で
も
生
活
の
質
の
悪
化
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
時
間
過
密
労

働
へ
の
適
正
な
給
与
と
い
う
側
面
か
ら

も
、
収
入
の
減
額
は
納
得
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
外
勤
務
の
な
い
職
場
環
境
を
！

勧
告
で
は
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働

の
改
善
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。
勧
告

で
は
そ
の
意
義
を
「
教
職
員
の
健
康
保

持
」
「
教
育
の
質
の
維
持
向
上
」
の
た

め
に
重
要
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

教
職
員
の
納
得
の
も
と
で
の
「
業
務
の

精
選
」
の
具
体
化
を
進
め
、
時
間
外
勤

務
の
な
い
職
場
環
境
に
し
て
い
く
こ
と

を
求
め
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
落
下
の
教
訓
を
今

後
の
安
全
施
策
に
い
か
せ
！

教
育
委
員
会
は
、
７
月
７
日
「
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
更
新
に
つ
い
て
」
の
通

知
を
出
し
ま
し
た
。
通
知
で
は
、
設
置

後
25
年
経
過
し
た
も
の
、
25
年
未
満
で
も

安
全
性
に
問
題
の
あ
る
も
の
は
更
新
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

よ
う
や
く
９
月
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
は
順
次
更
新
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と

で
、
学
校
現
場
も
安
心
し
て
授
業
が
行

え
る
よ
う
に
な
る
と
安
堵
し
て
い
ま
す
。

学
校
に
は
、
遊
具
を
含
め
日
常
的
に

安
全
点
検
が
必
要
な
施
設
・
設
備
が
多

数
あ
り
ま
す
が
、
教
員
に
よ
る
目
視
に

依
存
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

今
回
の
事
故
は
予
期
せ
ぬ
事
故
で
は

な
く
、
想
定
内
の
事
故
で
あ
り
、
施
設
・

設
備
の
管
理
体
制
の
問
題
で
す
。
こ
の

事
故
を
教
訓
と
し
、
専
門
業
者
に
よ
る

定
期
的
な
検
査
を
ル
ー
ル
化
す
る
な
ど

の
施
策
を
求
め
て
い
ま
す
。

学
校
で
の
抗
原
検
査
は
負
担
が
大
き
す

ぎ
る厚

生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
９
月
の

感
染
場
所
は
「
学
校
な
ど
」
の
割
合
が

８
月
と
比
較
し
て
小
学
校
で
は
４
％
増
、

中
学
校
は
３
％
増
と
拡
大
傾
向
で
す
。

夏
休
み
が
終
わ
り
、
学
校
で
の
接
触
機

会
が
増
え
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

北
九
州
市
で
も
、
児
童
生
徒
・
教
員

の
陽
性
確
認
に
伴
う
学
級
閉
鎖･

休
校
が

増
え
ま
し
た
。

萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
は
８
月
20
日

の
記
者
会
見
で
、
学
校
で
の
抗
原
検
査

実
施
に
言
及
し
ま
し
た
。
学
校
で
の
抗

原
検
査
は
、
医
療
機
関
へ
の
連
絡
、
導

線
の
確
保
、
廃
棄
物
の
処
理
手
順
の
策

定
、
保
護
者
へ
の
事
前
の
通
知
と
同
意

書
の
取
得
な
ど
現
場
へ
の
負
担
が
大
き

く
、
さ
ら
に
教
職
員
の
感
染
リ
ス
ク
を

高
め
る
た
め
反
対
で
す
。
ま
た
抗
原
検

査
は
、
医
療
従
事
者
の
指
導
の
下
で
、

適
切
な
感
染
防
護
を
取
り
な
が
ら
実
施

す
る
も
の
で
学
校
で
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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人事委員会勧告特集 この新聞はすべての教職員に配布しています全教北九州 検索

人事委員会勧告月例給は据え置き、ボーナスは引き下げ

９
月
16
日
、
北
九
州
市
人
事
委
員
会
は
「
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告
」

を
発
表
し
、
勧
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
8
月
10
日
に
発
表

さ
れ
た
人
事
院
勧
告
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
で
月
例
給
は
据
え
置
き
、
ボ
ー

ナ
ス
は
０
．
１
５
カ
月
分
（
期
末
手
当
の
支
給
月
数
に
反
映
）
を
引
下
げ
る

も
の
で
、
今
年
も
生
活
の
改
善
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

新聞 全教北九州
全教北九州市教職員組合
発行責任者 中川喜久子

2021.9.22

今
年
も
生
活
改
善
に
は
ほ
ど
遠
い
勧
告

蕪
島
水
上
特
攻
基
地

（
門
司
区
）

門
司
区
喜
多
久
に
あ
る

「
も
じ
少
年
自
然
の
家
」

か
ら
約
１
．
７
キ
ロ
先
に

蕪
島
が
あ
り
ま
す
。
太
平

洋
戦
争
末
期
、
こ
の
一
帯

に
は
自
然
盗
掘
を
利
用
し

た
陸
軍
の
特
攻
艇
（
「
四

式
肉
薄
攻
撃
艇
」
通
称

「
マ
ル
レ
」
）
の
秘
匿
基

地
が
あ
り
ま
し
た
。

「
マ
ル
レ
」
は
全
長
５
．

６
メ
ー
ト
ル
、
全
幅
１
．

８
メ
ー
ト
ル
の
合
板
製
の

船
体
に
２
５
０
キ
ロ
爆
雷

１
個
ま
た
は
１
２
０
キ
ロ

爆
雷
２
個
を
後
部
に
搭
載

し
、
60
馬
力
程
度
の
自
動

車
用
エ
ン
ジ
ン
に
よ
り
海

上
を
時
速
約
45
キ
ロ
程
度

で
航
行
可
能
な
も
の
で
し

た
。攻

撃
方
法
は
敵
の
上
陸

地
点
を
予
想
し
近
く
に
洞

窟
な
ど
を
利
用
し
た
秘
匿

基
地
を
作
り
、
上
陸
船
団

が
接
近
す
る
と
夜
間
に
数

十
隻
か
ら
な
る
攻
撃
隊
で

一
斉
に
攻
撃
、
体
当
た
り

も
し
く
は
至
近
へ
の
爆
雷

投
下
を
行
う
と
い
う
も
の

で
し
た
。

蕪
島
周
辺
は
、
採
石
場

の
た
め
削
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
「
マ
ル
レ
」
を
格
納

し
て
い
た
横
穴
が
現
存
し

て
い
ま
す
。

い
の
ち
と
安
全
に
関
わ
る
施
策
の
充
実
を
求
め
る

子
ど
も
と
教
職
員
が
楽
し
く
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
学
校
に

全
教
北
九
州
は
、
全
教
北
九
州
は
、
５
月
に
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
落
下

事
故
再
発
防
止
に
関
す
る
要
求
書
」
（
12
日
）
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
等
の
環
境
整
備
に
関
す
る
要
請
書
」
（
19
日
と
27
日
）
を
教
育

委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
求･

要
請
は
、
子
ど
も
と
教
職
員
の

い
の
ち
と
安
全
に
か
か
わ
る
重
大
な
事
案
で
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡



小
中
高
学
校
の
20
人
学
級
、
特

別
支
援
学
級
の
６
人
学
級
を
実

現
し
よ
う

私
た
ち
は
、
ど
の
子
も
す
こ
や
か

に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い
、

少
人
数
学
級
の
実
現
を
求
め
請
願
を

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
少
人

数
学
級
を
求
め
る
多
く
の
声
、
自
治

体
で
の
意
見
書
採
択
等
の
動
き
に
押

さ
れ
、
義
務
標
準
法
が
改
正
さ
れ
小

学
校
で
の
35
人
以
下
学
級
が
実
現
し

ま
し
た
。
附
帯
決
議
で
は
中
学
校
で

の
35
人
以
下
学
級
を
検
討
す
る
こ
と

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
中
学
校
や
高
校
も
含
め
て
、

「
20
人
学
級
」
を
展
望
し
た
さ
ら
な

る
少
人
数
学
級
の
実
現
、
新
型
コ
ロ

ナ
変
異
株
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
緊
急
に

20
人
程
度
で
の
授
業
が
で
き
る
た
め

の
教
育
条
件
整
備
が
必
要
で
す
。

北
九
州
市
で
は
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
35
人
以
下
学
級
が
小
学
校
の
全

学
年
で
国
に
先
だ
っ
て
実
施
さ
れ
た

こ
と
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

課
題
も
あ
り
ま
す
。

中
学
校
で
は
１
年
生
で
35
人
学
級

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
・
３

年
生
は
学
校
裁
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
独
自
措
置
は
加
配
教
員

を
担
任
に
流
用
し
て
学
級
増
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
定
数
ど
お
り
の
教
員

配
置
が
な
い
状
況
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
応
が
加
わ
り
、
学
校
現

場
の
多
忙
さ
は
限
界
に
達
し
て
い
ま

す
。ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
と
現
場
の
多

忙
さ
の
解
消
に
は
、
学
級
増
に
応
じ

た
教
員
の
増
加
が
必
要
で
す
。
北
九

州
市
は
独
自
で
学
級
編
制
基
準
を
制

定
で
き
ま
す
。
独
自
の
施
策
と
し
て
、

小
中
学
校
の
す
べ
て
の
学
年
で
20
人

学
級
、
特
別
支
援
学
級
で
は
6
人
学

級
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
教
育
予

算
で
大
学
ま
で
無
償
化
を

ま
た
、
国
に
対
し
て
は
、
国
の
責

任
で
、
小
中
高
す
べ
て
の
学
校
で
20

人
学
級
を
展
望
し
た
少
人
数
学
級
実

施
の
た
め
の
教
育
条
件
の
整
備
、
義

務
・
高
校
標
準
法
を
改
正
し
抜
本
的

に
正
規
・
専
任
の
教
職
員
を
増
や
し
、

私
立
高
校
で
も
教
職
員
数
を
増
や
せ

る
よ
う
私
立
高
校
等
経
常
費
助
成
補

助
を
大
幅
増
額
す
る
こ
と
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。
ま
た
教
育
予
算
を
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
諸

国
平
均
4.1
%
ま
で
引
き
上
げ
れ
ば
、

公
立
・
私
立
と
も
に
就
学
前
か
ら
大

学
ま
で
教
育
の
無
償
化
は
可
能
で
す
。

全
教
北
九
州
の
と
り
く
み

9
月
4
日
（
土
）
戸
畑
駅
前
で
ス

タ
ー
ト
署
名
を
行
い
ま
し
た
。
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
足

を
止
め
て
協
力
く
だ
さ
る
な
ど
、
関

心
の
強
さ
を
感
じ
、
１
時
間
に
27
筆

集
ま
り
ま
し
た
。
駅
頭
で
の
署
名
活

動
は
10
月
、
11
月
も
実
施
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
、
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
お
い
た
用
紙
に
記
名
し
て

も
ら
う
方
法
を
取
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
労
働
組
合
や
市
内
の
小
中
学

校
、
特
別
支
援
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

８
月
７
日
（
土
）
女
性
部
は
、

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
関
連
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
「
核
兵
器
な
く
そ

う
女
性
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
た
あ

と
、
毎
年
行
っ
て
い
る
「
ゆ
か
た
で

行
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
組
合
事
務
所
の
近
く
の

黄
金
町
商
店
街
を
横
断
幕
を
持
っ
て

歩
き
、
商
店
街
の
人
や
買
い
物
客
の

み
な
さ
ん
と
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

核
兵
器

禁
止
条
約

は
２
０
２

１
年
１
月

発
効
し
ま

し
た
が
、

日
本
は
ま

だ
署
名
し

て
い
ま
せ

ん
。
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「
２
０
人
学
級
」
と
教
員
増
を
実
現
し
よ
う

核
兵
器
の
な
い
安
心
な
世
界
を
求
め
て

全
教
北
九
州
は
、
今
年
も
保
護
者
や
市
民
の
み
な
さ
ん
と
「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
す
す
め
る
た
め
の
実

行
委
員
会
」
を
つ
く
り
、
署
名
・
請
願
に
11
月
ま
で
取
り
組
み
ま
す
。
教
育
予
算
の
増
額
、
少
人
数
学
級
の

拡
充
、
教
育
の
無
償
化
、
教
育
条
件
や
施
設
の
改
善
、
特
別
支
援
学
校
の
設
置
基
準
の
策
定
、
特
別
支
援
学

級
の
編
成
基
準
を
1
ク
ラ
ス
６
名
に
、
養
護
教
諭
の
複
数
配
置
の
拡
大
、
学
童
保
育
の
充
実
な
ど
、
内
容
は

多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

女
性
部

黄
金
町
商
店
街
で
「
ゆ
か
た
で
行
動
」

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
す
す
め
る
た
め
の
実
行
委
員
会
「
教
育
署
名
」
は
じ
ま
る

８
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
「
み

ん
な
で
21
世
紀
の
未
来
を
ひ
ら
く
教

育
の
つ
ど
い

教
育
研
究
全
国
集
会

２
０
２
１
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

19
日
の
記
念
講
演
で
は
山
極
寿
一

さ
ん
（
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
所

長
）
が
「
教
育
の
原
点
と
は
何
か
」

と
題
し
て
、
サ
ル
や
ゴ
リ
ラ
の
研
究

を
通
し
て
見
え
る
人
間
社
会
や
学
校

教
育
の
お
か
し
さ
を
指
摘

し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
こ

れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

20
日
は
４
つ
の
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
①
語
ろ
う
！
コ
ロ

ナ
禍
の
子
ど
も
た
ち
、
②

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
や
っ
て
き

た
～
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と

子
ど
も
た
ち
～
安
心
し
て
、

楽
し
く
学
べ
る
学
校
の
実

現
を
～
、
③
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教

育
を
考
え
る
、
④
多
様
性
っ

て
何
？
～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
通
し

て
考
え
る
～
）
で
、
参
加
者
が
と
も

に
語
り
あ
い
ま
し
た
。

21
日
は
教
科
教
育
の
14
の
分
科
会
、

22
日
は
教
育
課
題
の
16
の
分
科
会
が

両
日
併
せ
30
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

北
九
州
か
ら
も
自
宅
や
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
か
ら
教
職
員
な
ど
60
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

教育のつどい
憲法と子どもの権利条約がいきて
輝く教育と社会を確立しよう


